
Ea-006 会場：C309 時間：6月9日　15:15-15:30

アラスカ・ポーカーフラットにおけるMFレーダーとレーリーライダーによる中

間圏風速・気温観測

Observation of mesospheric wind and temperature with MF radar and Rayleigh lidar at

Poker Flat, Alaska

# 村山　泰啓 [1]，五十嵐　喜良 [1]，水谷　耕平 [1]
# Yasuhiro Murayama [1], Kiyoshi Igarashi [1], Kohei Mizutani [1]

[1] 通総研
[1] CRL

http://www.crl.go.jp/t/team5/

郵政省通信総合研究所が推進している，アラスカにおける中層大気観測計画(通称アラスカプロジェクト）の一
環として，1 9 9 8年を開始したポーカーフラットM Fレーダーによる風速場と，レーリーライダーによる気温場の比
較観測を行った． 7 0 - 8 0 k mに見られた下向き 3 k m / h rの位相構造は気温・風速に共通してみられ，少なくともこの
高度範囲で双方とも同じ大気波動（おそらく潮汐）を観測していたと考えられる．両観測で共通に見られる現象
について，詳しく解析するとともに，MFレーダーの昼間50-70kmの風速場の検証にも役立てたいと考えている．

１．はじめに：
郵政省通信総合研究所が推進している，アラスカにおける中層大気観測計画(通称アラスカプロジェクト）で

はイメージングリオメータ（1 9 9 5年開始）に加え，1 9 9 7年にレーリーライダー，1 9 9 8年よりM Fレーダー，ファブ
リペロー干渉計，1 9 9 9年よりミリ波ラジオメータ，F T I Rの観測を開始した．本研究では，M Fレーダーとレーリー
ライダーによる中間圏の風速，気温観測を用いて力学場の解析を行うとともに，相互検証を行うことを目的とす
る．

２．観測：
ポーカーフラット M Fレーダーは1 9 9 8年1 0月に観測を開始した．周波数2 . 4 3 M H z，ピーク送信電力 5 0 k W，高

度・時間分解能は4 k m・3分で，サンプル間隔2 k mでS A法による風速とD A E / D P Eによる電子密度推定を行ってい
る．通常M Fレーダーで観測される風速の高度範囲は，昼間6 0 - 1 0 0 k m，夜間8 0 - 1 0 0 k mであるが，ポーカーフラット
で得られたデータでは，昼間5 0 - 1 0 0 k m，夜間7 0 - 1 0 0 k mと，これまでにない広い高度範囲をカバーしている．また
夜間でも数時間以上にわたって60kmまでデータが得られている場合もある．

一方レーリーライダーは1 9 9 7年1 0月に設置され，実験を開始している．送信波長はN d : Y A Gの5 3 2 n m，繰り返
し周波数20Hz，出力は550mJである．受光系は61cmΦ望遠鏡，視野は1.56mrad，高度分解能は75mである．

ポーカーフラットM Fレーダーで得られた通常観測できない低高度で正しい風速が得られていれば，中間圏
( 5 0 -～8 0 k m）で風速と気温が同時観測できることになり，力学場や化学過程への影響などの解析に有用なデータ
となると期待される．

３．観測結果：
M Fレーダーとレーリーライダーの同時観測が最初に行われた1 9 9 8年1 0月2 8日について初期的な比較を行っ

た．ライダーは 0 - 6 L Tについて観測したので，この間の1 h r平均気温プロファイルを計算した．6本の1 h r平均プロ
ファイルのうち，最高高度はおおよそ8 0 k mで，3 L T，4 L Tのみ7 0 k m程度であった．緯度6 5 NのC I R Aモデルの帯状
平均(zonal mean)プロファイルと比較すると，約5 5 k m以下ではモデルより1 0 K以下の差で観測値が小さいが，
5 5 k m以上では最大2 0 K以上の偏差をもってモデル値のまわりで変動した．高度5 0 - 7 0 k mでは気温変動は時間ととも
に，鉛直スケール約5 k mで下向き約0 . 5－1 k m / h r，高度7 0 - 8 0 k mでは鉛直スケール2 0 k m以上で下向き約3 k m / h rの
位相伝播を示した．

一方，このライダー観測を中心に数日間のM Fレーダーによる風速について，周期3時間より長い風速変動を
取り出してみた．この期間は高度7 0 k m以上で半日周期の潮汐と思われる変動が卓越しており，下向き3 k m / h r程度
の位相速度の風速変動が，高度7 0 k m以下で3月2 7日1 1 L T－2 8日1 7 L Tに，高度7 0 - 8 5 k mでは2 7日，2 8日とも5 - 1 5 L T
付近の時間帯で見られた．

４．まとめ：
レーリーライダーとM Fレーダーの観測結果から5 0 k m以上の気温，風速場の比較観測を行った．ライダー観

測は夜間，M Fレーダーで低高度(ポーカーフラットのシステムでは7 0 - 5 0 k m）が得られるのは昼間であるため，
7 0 k m以下の同時観測は困難であるが，7 0 - 8 0 k mに見られた下向き3 k m / h rの位相構造は気温・風速に共通してみら
れ，少なくともこの高度範囲で双方とも同じ大気波動（おそらく潮汐）を観測していたと考えられる．中間圏の
温度場は，観測した範囲ではとくに鉛直構造や絶対値の変動が激しいこともあり，そのままでは風速と気温で常



に同じ波動が卓越してみえるとは限らないと思われるため，フィルター操作などにより両観測で共通に見られる
現象について，詳しく解析するとともに，MFレーダーの昼間50-70kmの風速場の検証にも役立てたい．


